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山
田
方
谷
に
関
す
る
政
策
は
、
上
下
節
約
、
負
債
整
理
、
藩
札
刷
新
、
産
業
振
興
、
民
生
刷
新
、
文
武
奨
励
、
軍
政
改
革
が

主
に
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
政
策
の
根
底
に
は
、
至
誠
惻
怛
と
士
民
撫
育
が
あ
る
。
山
田
方
谷
研
究
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
山
田
方

谷
の
実
績
と
精
神
を
現
代
に
活
か
し
、
地
域
経
済
の
再
生
か
ら
日
本
経
済
を
再
生
し
て
い
く
た
め
の
施
策
を
考
え
て
い
く
。
特

に
、
岡
山
県
に
つ
い
て
注
目
し
つ
つ
、
山
田
方
谷
が
活
躍
し
た
高
梁
市
を
中
心
に
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

昨
今
、
歴
史
に
関
す
る
研
究
は
、
大
学
を
中
心
に
縮
小
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
は
、
現
代
社
会
を
考
え

る
上
で
、
欠
か
せ
な
い
要
素
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
現
代
で
起
こ
っ
て
い
る
問
題
は
、
急
に
発
生
し
た
問
題
で
は
な
く
、
地

域
ご
と
の
歴
史
に
関
連
し
な
が
ら
、
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
故
、
各
地
域
や
基
礎
自
治
体
が
、
同
一
の
課
題
解
決

方
法
を
と
っ
た
と
し
て
も
、
同
様
の
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

中
で
も
、
地
域
経
済
的
な
問
題
は
、
経
済
メ
カ
ニ
ズ
ム
だ
け
に
よ
り
解
明
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
地
域
の
物
質
的
な
財
だ
け

で
は
な
く
、
人
財
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
解
決
す
る
こ
と
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
私
は
、
こ
れ
ま
で
四
十
七
都
道
府
県
の

地
域
を
調
査
し
て
き
た
が
、
人
的
な
地
域
経
済
へ
の
影
響
は
、
江
戸
時
代
以
前
か
ら
の
地
域
問
題
が
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が
多

い
と
感
じ
て
い
る
。
二
百
七
十
年
ほ
ど
続
い
て
き
た
江
戸
時
代
は
、
特
に
、
平
成
最
後
の
年
と
な
る
本
年
か
ら
百
五
十
年
遡
る

�　　
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明
治
維
新
か
ら
の
時
間
の
経
過
よ
り
も
長
く
、
人
々
の
生
活
や
思
考
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
い
え
る
。

す
な
わ
ち
、
岡
山
県
、
特
に
高
梁
市
に
お
い
て
、
幕
末
に
活
躍
し
た
山
田
方
谷
は
、
現
代
に
お
け
る
地
域
経
済
や
教
育
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
、
多
数
の
歴
史
的
な
視
点
か
ら
研
究
し
て
こ
ら
れ
た
山
田
方
谷
研
究
者
お
よ
び
山
田

方
谷
に
関
す
る
活
動
を
行
っ
て
き
た
団
体
の
方
々
の
実
績
を
踏
ま
え
、
山
田
方
谷
研
究
会
は
、
特
に
岡
山
県
の
地
域
経
済
を
、

山
田
方
谷
の
偉
業
を
活
か
し
な
が
ら
活
性
化
さ
せ
て
い
く
手
段
を
模
索
し
て
い
く
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。
こ
れ
ら
の
研

究
会
に
よ
る
活
動
は
、
少
子
高
齢
社
会
の
中
で
、
未
来
を
作
る
子
ど
も
達
と
、
こ
れ
ま
で
地
域
を
作
っ
て
き
た
高
齢
者
の
方
々

が
、
学
び
、
仕
事
を
し
な
が
ら
活
躍
で
き
る
地
域
社
会
を
形
成
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
た
め
に
研
究
を
深
め
て
い
く
。

　
近
年
、
地
域
経
済
に
つ
い
て
の
総
務
省
の
取
組
は
、
地
域
力
の
創
造
・
地
域
の
再
生
に
お
い
て
、
地
方
分
権
改
革
を
行
う
中

で
、
地
域
経
済
好
循
環
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
、
定
住
自
立
圏
構
想
の
推
進
、
過
疎
地
域
等
条
件
不
利
地
域
の
自
立
・
活
性

化
、
都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
の
推
進
、
人
材
力
の
活
性
化
・
交
流
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、地
域
情
報
化
の
推
進
、

国
際
交
流
・
国
際
協
力
な
ど
の
重
要
な
課
題
に
地
方
公
共
団
体
が
積
極
的
に
対
応
し
て
い
け
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
特

に
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
地
方
創
生
の
た
め
に
は
、
地
方
に
仕
事
を
作
り
、
仕
事
が
人
を
呼
び
、
人
が
仕
事
を

呼
び
込
む
地
域
経
済
の
好
循
環
を
拡
大
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
方
都
市
に
お
い
て
、
定
住
自
立

圏
構
想
の
推
進
で
は
、
歴
史
、
文
化
の
魅
力
を
活
用
し
て
地
域
圏
に
人
口
定
住
の
受
け
皿
を
形
成
す
る
こ
と
に
も
注
目
さ
れ
て

い
る
。

経
済
産
業
省
で
は
、
二
〇
〇
六
年
に
社
会
人
基
礎
力
を
提
唱
し
て
い
る
。「
社
会
人
基
礎
力
」
と
は
、「
前
に
踏
み
出
す
力
」、

「
考
え
抜
く
力
」、「
チ
ー
ム
で
働
く
力
」
の
三
つ
の
能
力
が
、
職
場
や
地
域
社
会
で
多
様
な
人
々
と
仕
事
を
し
て
い
く
た
め
に

必
要
な
基
礎
的
な
力
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
能
力
は
、
山
田
方
谷
が
取
り
組
ん
だ
時
代
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
教



育
に
も
繋
が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
教
育
思
想
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
結
び
つ
く
こ
と
か
ら
も
重
要
で
あ
る
。

ま
た
同
省
は
、
経
営
リ
ー
ダ
ー
人
材
の
育
成
で
は
、
企
業
を
実
際
に
動
か
す
の
は
「
人
」
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
特
に
、

中
長
期
の
企
業
価
値
向
上
に
向
け
た
中
心
的
役
割
を
果
た
す
べ
き
、
将
来
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
や
Ｃ
Ｘ
Ｏ
と
な
る
「
経
営
リ
ー
ダ
ー
人

材
」
の
量
と
質
を
い
か
に
高
め
ら
れ
る
か
は
、
企
業
の
持
続
的
成
長
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
、
競
争
力
を
継
続
的
に
向
上
さ

せ
ら
れ
る
か
ど
う
か
の
鍵
と
な
る
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
の
推
進
や
第
四
次
産
業
革
命
に
対
す
る
産

業
人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、
企
業
の
競
争
力
向
上
に
資
す
る
こ
と
か
ら
、
将
来
の
企
業
経
営
を
担
う
幹
部
候
補
の
育
成
や
高
度

な
専
門
性
を
身
に
つ
け
て
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
を
促
進
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
政
府
に
よ
る
地
域
経
済
へ
の
取
組
は
、
民
間
企
業
や
個
人
の
能
力
を
最
大
限
に
活
か
し
な
が
ら
再
生
を
促
そ
う
と
し

て
い
る
。

本
書
の
研
究
講
演
録
・
投
稿
論
文
で
は
主
に
、
山
田
方
谷
に
関
す
る
取
組
か
ら
、
産
業
政
策
、
経
営
組
織
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
、
教
育
に
つ
い
て
現
代
的
な
課
題
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
最
後
の
研
究
ノ
ー
ト
で
は
、
山
田
方
谷
全
集
に
よ
る
山
田
方

谷
関
連
文
書
を
分
か
り
や
す
く
整
理
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
山
田
方
谷
の
歴
史
研
究
を
現
代
の
問
題
に
引
き
寄
せ
な

が
ら
、
山
田
方
谷
の
考
え
方
を
継
承
す
る
も
の
に
な
る
と
い
え
る
。
山
田
方
谷
研
究
会
は
、
地
域
の
歴
史
を
大
切
に
し
つ
つ
、

人
生
百
歳
時
代
の
到
来
を
現
代
人
が
生
き
抜
く
知
恵
を
経
済
・
経
営
・
教
育
等
を
通
し
て
こ
れ
か
ら
も
探
究
し
て
い
き
た
い
。
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